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(学位論文審査の結果の要旨) (明朝体1 1ポイント、 600字以内で作成のヽF.ヽ.___
重度の肢体不自由(寝たきりまたは座位は可能)と重度の知的障害(IQく35)を有する重症心
身障害者においては、骨折や消化管出血などの報告がある。重症心身障害者では、癖下障害か
ら経腸栄養を必要とする頻度が高く、経腸栄養では栄養素が不足しがちになるほか、易感染性
から抗生剤の使用頻度も高いことが知られており、ビタミンK (V.K.)欠乏を引き起こしてい
る可能性がある。申請者らは、重症心身障害者82名を対象に、 V.K.不足の肝臓における指標と
なるPIVKA-IIならびに骨における指標となるucOCを測定し、V.K.の欠乏状態について解析し、
以下の点を明らかにした。
1)基準上限値を上回るPIVKA-IIならびにuc OCを呈したのは,各々52%、 30%であった。
2)抗生剤治療がV.K.不足の要因となる。
3)経腸栄養者は経口摂取者よりもV.K.が不足しやすい。
4)経腸栄養者に抗生剤が投与されるとV.K.欠乏に陥る危険性がある。
5)体格が小さく摂取カロリーの少ない重症心身障害者においても、日本人のV.K.摂取基準
を満たす必要があり、骨作用を考慮するとその3倍量の摂取量を必要とする。
本論文は、重症心身障害者においてV.K.欠乏について新しい知見を与えたものであり、最終
試験として論文内容に関連した試問を受け合格したので、博士(医学)の学位論文に値するも
のと認められた。
(総字数581字)
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